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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日、互礼会がある為、日勤スタッフは参加し、お世話になった方々へ挨拶をしてから帰るようにしてください。

・本日から、各勤務帯の勤務者（例：デイナイトケア日誌→デイナイトケア勤務者）が印刷をしてください。
・北病棟の大下伸治様のデイケア体験利用の件についてSWからメールで連絡がきているため、各自で確認をして下さい。

・1/17(火)青陽館の防災訓練があります。

・今後、田名部浩平様がうみねこ幸房の体験利用をしていきます。同施設の利用希望があれば、デイケアの利用日数が変更になります。

・1/16(月)プログラムミーティングがあります。

・1/27(金)立入り検査があります。清掃や書類管理を徹底してください。

・

＜各種締切＞
1/4（水）月報は、デイケア、ナイトケアは作成して下さい。
1/6（金）疾患別診療計画書
1/10（火）経過録

1/23 (月)2月分テキスト

＜利用者様情報＞

デイケア

・淡路　智恵子様～本日、お正月どうでしたかと声掛けすると、落ち着きない様子が見られており、「こんなに人が少なくて（来所したことが）馬鹿らしい」と大声を出している。利用している人達に失礼であることを説明するが、聞き入れる様子は見られない。また、担当スタッフへは、新年の挨拶をしており、他のスタッフへの対応が異なる。

・繁名　和恵様　～朝、電話での連絡が入り、頭痛があり体調不良とのことで昼食キャンセルしている。その後、再度連絡があり、来所するとのことで、昼食注文している。引き続き連絡があり、不調のため、昼食キャンセルの連絡が入る。時間が過ぎているため、キャンセルできないことを伝えると、遅刻して来所し、表情良く、昼食摂取し早退している。

・二川目健治様　～正月休みをとって、1/6（金）から来所するとのこと。

・久慈　邦夫様　～全員に、新年の挨拶をしている。1/9(月)奥様の具合が悪く付き添いたいとのことで欠席を希望している。スタッフより、奥様が家で過ごす時間が長い為、体を動かすためにも、来所してみてはどうかと提案すると、「わかりました、話してみます」と返答をしている。
・本多　富美様　～以前母様から飲酒の状況を尋ねると、毎日缶チュウハイ1杯を飲んでいるとの情報がある。正月期間であったため、飲酒について母様に情報を尋ねていく。
デイナイトケア

・千葉　輝夫様　～普段来所する時間になっても姿がなく、同じバスに乗車するデイケア利用者様から、バスに乗っていなかったとの情報があり、9：15本人の携帯電話に連絡をすると「今バスに乗ってます」との返答がある。バスの到着予定時刻まで待っていると、息子様より青陽館に連絡があり、「本人と連絡が取れない」「携帯に連絡しても繋がらない」と話す。こちらの情報も伝え、再度本人の携帯に連絡するが、電源が入っていないためか繋がらない状況である。バスの到着予定時刻から考えても来所が遅い為、スタッフ2名で捜索に向かう。八戸駅周辺を捜索し、ユートリーの中の入口付近に立っているのを発見する。混乱している様子はなく、スタッフの顔を見ると「安心した」とホッとしたような表情を見せている。車へ戻る最中、スタッフへ「大きな建物があるなぁと思って、見ながら歩いてきたんだよ」「あの辺歩いてきた気がするなぁ」等と話し、八戸駅手前で降車し、駅方面へ歩いたことが窺える。10：50青陽館に到着し、「ようやくいつもの景色が見られる」「ご迷惑お掛けしてしまって」と言い、窓の外から遠くを眺めている。以後、いつも通りに日課やプログラムを行っている。息子様へ連絡し経緯と無事到着したことを伝えている。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、入浴の際、両膝に掻いた跡があり、痒みがあるとのことで、入浴後に軟膏処置しているとのこと。本日は、両膝について、「今日は痒くないよ」と返答している。

・佐藤　ミツ子様～青風荘より、昨日、昼食は主菜1/2残食していたとのこと。服薬前に嘔吐し、咳嗽、喘鳴聞かれており。バイタル測定実施。体温36.4℃、血圧161/105mmHg、脈92回/分であったと情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、健康チェックを実施しバイタルの異常は見られていない。昼食は全量摂取している。
＜外来情報＞

・澤口　利香様～待ち時間は5分程度だが、「待てなーい」と話している。表情は明るい。「抗酒剤を飲んでみたい」と話しているが、主治医より許可は下りず処方となっていない。

・菅野　勝利様～尿が茶色であったと報告している。痛みはないとのことで、悪化するようであれば、専門医療機関を受診するようにアドバイスを受けている。

・村上　元道様～甥に5万円お年玉をあげたことを報告している。失禁はないとのこと。リボトリールが頓服と処方となっているが、朝食後薬にリボトリールが更に処方となっている。

・本多　富美様～「三本の木」の利用は明日からになっていることを報告している。仕事の内容がステップアップしてきているとのことで、良いところを紹介してもらい感謝していると話している。

・野月　利章様～青山荘のスタッフに迷惑をかけるため、入院したいと話している。主治医からは入院の勧めはない。夜に骨折部位の痛みがあり、入浴も大変であるため、痛み止めの注射を希望。主治医より許可がおりず、鎮痛剤が14回分処方となっている。

・藤村　翔　様～年末年始に外泊をし、自宅では落ち着いていたことを報告している。幻聴にも左右されることはなかったとのこと。脈拍も落ち着いていると報告している。
＜勉強会＞

向精神薬と抗精神病薬について

●向精神薬とはどんな薬のことか。抗精神病薬との違いは？

精神に作用する薬は全て向精神薬に入る。精神科で使われる薬は基本的に向精神薬であり、向精神薬は非常に多くの薬を含んだ総称である。

●向精神薬には何があるのか？

Ⅰ．抗うつ剤

主にうつ病や不安障害（パニック障害、社交不安障害、全般性不安障害など）、強迫性障害、PTSDなどの治療薬として使われる抗うつ剤も向精神薬の1つになる。

Ⅱ．抗不安薬

抗不安薬は、不安・緊張・恐怖などを軽減させる作用を持つ薬。不安障害の治療の他、その他の精神疾患においても補助的に用いられることがある。現在では主に「ベンゾジアゼピン系」と呼ばれる抗不安薬が用いられる事が多いが、ベンゾジアゼピン系抗不安薬は脳のGABA受容体（特にGABA-A受容体）のはたらきを増強することで、抗不安作用を発揮する。

Ⅲ．睡眠薬

睡眠薬は主に催眠作用（眠らせる作用）を持つ薬。

Ⅳ．抗精神病薬

抗精神病薬というのは、統合失調症の治療薬の事。「精神病に対抗するようにはたらく薬」という事で抗精神病薬という名称になっている。

Ⅴ．気分安定薬

気分安定薬は気分の波を取る作用に優れる薬で、主に双極性障害（躁うつ病）に用いられる薬。

●向精神薬と抗精神病薬の違い

向精神薬は「精神に作用する薬」の全てを指す。対して抗精神病薬は、向精神薬の中でもドーパミンをブロックする作用に優れる薬のことで、主に統合失調症の治療に使われる薬の事を指す。

●抗精神病薬の分類

抗精神病薬は、化学構造の違いや作用の違い以外に、錐体外路症状の出現の有無により定型抗精神病薬と非定型抗精神病薬に分類される。去には、クロルプロマジンやハロペリドールに対してスルピリドやチオリダジンが、錐体外路症状が少ないこと、抗精神病作用の幅が広いことから「非定型」と呼ばれてたが、クロザピンの研究以来、非定型の定義は、難治性の幻覚・妄想、陰性症状、認知機能障害などの精神症状への効果、錐体外路症状の減弱あるいは消失、プロラクチンの上昇を起こさないことの3要素である。

●定型抗精神病薬とは？

クロルプロマジン、ハロペリドールなどは、従来型抗精神病薬などとも呼ばれ、統合失調症の急性期における陽性症状（幻覚・妄想・思考障害など）には有効であるが、慢性期における陰性症状（感情の平板化、会話貧困、欲動低下など）にはそれほど有効ではなく、治療抵抗性統合失調症に効果がないと言われている。大きな特徴として、抗精神病薬による薬物療法で問題となる錐体外路症状を共通の副作用としてもっている。

●非定型抗精神病薬とは？

過去にはスルピリド、チオリダジンなどがハロペリドール、クロルプロマジンなどに対して、効果の幅が広く、陰性症状にも効果をもち、錐体外路症状の発現も少ないことから、定型抗精神病薬にして非定型抗精神病薬と呼ばれていた。現在では、リスペリドン、ベロスピロン、オランザピン、クエチアピンなどが「非定型の3要素」を満たす薬剤として新たに非定型抗精神病薬と呼ばれている。

●定型抗精神病薬と非定型抗精神病薬の違いは？
非定型というのは、以前に使われていた薬が「定型」の薬で、最近新しく使われた薬を「非定型」と呼んでいる。定型の抗精神病薬は、陽性症状（幻覚や妄想など）には効果があるが、陰性症状（意欲の低下、関心など）にはあまり効かなかった。非定型抗精神病薬は陰性症状にも効果がある。錐体外路症状が少なく高プロラクチン血症を起こしにくいというメリットがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
